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BE-54238A (1) was isolated from Streptomyces sp. A54238 as a potent antitumor compound, 

whose structure features fused-ring composed of nanaomycin A and pyrrolidine unit. We 
planned a synthetic strategy on the basis of the Friedel–Crafts reaction for constructing the 
arlpyrrolidine structure, a component of 1. We will describe herein the synthesis of 
pyranonaphthalene 2 and pyrrolidine unit 3, and the study of their union to form arylpyrrolidine 
structure. 
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BE-54238A(1)は、放線菌から単
離・構造決定された抗腫瘍性物質で

ある 1)。その構造的特徴は、ピラノ

ナフトキノン系天然物ナナオマイ

シン A と、ピロリジン単位が連結
した縮環構造を持つことにある。 
今回我々は、1の全合成を見据え、
この構成要素であるアリールピロリジン構造の構築法の開発に取り組んだ。 
まず、当研究室が報告したナナオマイシン類の合成法に従い 2)、天然物と同じ立体

構造を持つピラノナフタレン 2を合成した。次に、アリールピロリジン構造を構築す
るため、2とピロリジン単位 3を用いた Friedel–Crafts反応を検討した結果、反応が位
置選択的に進行し、目的とする 4が得られた。本発表では、その詳細について報告す
る。 
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